
2015年度　自己点検・評価　【 】

＜目標、行動計画>策定シート 作成日：2016年2月19日

2021年度に向けた教育研究目標

（タイトル）

（狙い内容）

１．６年後（2021年度）の目指す姿（目標）

２．上記の目標を設定した背景、課題及び現状分析について、記述してください。

３．達成度評価

４．年度毎の目標値

【Ａ票：教育研究目標１】

経営戦略研究科（博士後期課程）

責任者 経営戦略研究科長 作成部局 経営戦略研究科

博士課程教育の着実な推進

昨今のオーバードクター問題の悪化等の社会経済情勢に鑑み、最終学歴の究極形である博士号を、内容の伴ったものとして輩出する。具体的に
は、博士と名乗るに相応しい学識を備えた人材を厳しく陶冶し、毎年、博士の学位を名乗るにふさわしい人物のみに学位を授与することを通じ、学
位を与えられた者の活躍を図るとともに、本学の教育研究の充実、さらには本学の学問的地位の向上を図る。

昨今のオーバードクター問題の悪化等の社会経済情勢に鑑み、最終学歴の究極形である博士号を、内容の伴ったものとして輩出する。

昨今のオーバードクター問題の悪化等の社会経済情勢に鑑み、最終学歴の究極形である博士号を、その名前に内容の伴ったものとして適切な人数輩出する事が課題であ
る。現状でも、博士と名乗るに相応しい学識を備えた人材を毎年適切な人数に絞って輩出しているが、引き続き、博士と名乗るに相応しい学識を備えた人材を厳しく陶冶し、
毎年、博士の学位を名乗るにふさわしい人物のみに学位を授与することを通じ、学位を与えられた者の活躍を図るとともに、本学の教育研究の充実、さらには本学の学問
的地位の向上を図る。

評価指標 博士課程在籍者(ｘ)による査読付学術論文数(ｙ) 評価尺度
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